
1

【 動作 】

本製品は±１Ｖ、±５Ｖ、±１０Ｖ、±０－２０ｍＡ ４種類の電圧、電流入力のいずれ

か１つを選択し、絶縁した ±２Ｖの差動出力、０．５Ｖ〜４．５Ｖのシングル出力に変

換する機器です。

【 特徴 】

●絶縁変換ＩＣにはＴＩ社のＡＭＣ３３３０を使用しています。

安全関連認証：–DIN EN IEC 60747-17 (VDE 0884-17) に準拠した強化絶縁耐圧：6000VPK

–UL 1577 に準拠した絶縁耐圧：4250VRMS (1 分間)

•CISPR-11 および CISPR-25 EMI 規格に準拠

●３５．８×５８×８９．６（Ｗ×Ｄ×Ｈ）サイズ、ＤＩＮレール取付、ワンタッチでＤ

ＩＮレールに取り付け、取り外しが出来ます。

●外部２４Ｖ電源で動作します。

【 安全上のご注意 】

① 【警告】感電・火災・人身事故の防止（指示・禁止事項）
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警告

【感電・火災の防止】

● 本器の通電中および電源遮断直後は、端子部、内部基板、および放熱部に絶対に触れないでください。感電

または火傷の恐れがあります。

● 配線、結線、保守点検等の作業を行う際は、必ず本器への供給電源（DC24V）および入出力機器の上位電源

を完全に遮断（オフ）したことを確認してから行ってください。通電中の作業は、感電、アーク放電による火災、また

は回路の致命的な破壊を引き起こします。

● 本器の仕様（定格電圧、定格電流、絶縁耐圧、使用温度範囲、湿度範囲等）を超える環境および条件では、絶

対に外来信号の印加や通電を行わないでください。絶縁破壊による発煙、発火、感電、または周囲機器への延焼

の恐れがあります。

【用途の制限】

● 本器は一般工業計測および制御用として設計・製造されたものです。人命に直接的もしくは間接的に関わるシ

ステム（原子力発電制御、航空宇宙機器、医療生命維持装置、輸送運行制御、各種安全保安装置等）、または社

会的・公共的に重大な影響を与える設備への単独使用は想定していません。これらの用途への適用をご検討さ

れる場合は、必ず事前に弊社営業窓口までご相談いただくとともに、お客様の責任において、安全性の確保（多

重化設計、フェイルセーフ設計、インターロックの構築等）を必ず講じてください。

② 【注意】誤設定・誤配線による物的損害の防止（製品仕様特有）

注意

【入出力設定および配線の誤りによる焼損防止】

● 電源を投入する前に、本体のスイッチ設定（ディップスイッチ等）またはPCソフトウェアによる設定が、接続する

外部機器の信号仕様（0-20mA、±1V、±5V、±10V 等）と完全に一致していることを必ず確認してください。

● 特に、設定が電流入力（0-20mA）の状態のまま電圧信号（±1V、±5V、±10V）を印加した場合、内部の電流

検出用精密抵抗（シャント抵抗）に過大電流が流れ、瞬間的に発熱・焼損し、修理不能な故障に至る恐れがありま

す。

● 駆動電源（DC24V）の極性（＋／－）および入出力信号線の極性を正しく接続してください。誤接続は本器およ

び接続機器の破損、または異常発熱の原因となります。

【出力端子の短絡および過負荷防止】

● 本器の絶縁出力端子（バイポーラ±2V、モノポーラ0.5V〜4.5V）を絶対に短絡（ショート）させないでください。ま

た、仕様に定められた許容負荷抵抗（負荷インピーダンス）を下回る接続を行わないでください。出力段のアンプ

回路が異常発熱し、内部素子の劣化や破壊、動作異常を招く原因となります。
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③ 免責事項（メーカーの責任範囲の限定）

■ 免責事項について

1. 保証の範囲

本製品の保証期間は、ご購入日またはご指定場所に納品された日から起算して［1 年間／○年間］とします。保証

期間内に、弊社の製造上の責任に起因する故障または不具合が発生した場合、弊社は本製品の無償修理、また

は代替品との無償交換を速やかに行います。

2. 保証の除外項目

保証期間内であっても、以下のいずれかに該当する事由によって生じた故障、損傷、または動作不良について

は、無償保証の対象外（有償対応）とさせていただきます。

（1） 取扱説明書に記載された警告、注意、仕様、および設置環境を逸脱した不適切な取り扱い、誤用、または過

失によるもの。

（2） 弊社以外の第三者、またはお客様自身による分解、改造、不適切な修理、または調整が行われた場合。

（3） 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、ならびに異常電圧や外部ノイズ等の不可抗力によるもの。

（4） その他、弊社の設計・製造上の責任とは認められない事由によるもの。

3. 二次的損害の免責（責任の限定）

法律上の請求原因の種類を問わず、本製品の故障、動作不良、または誤動作に起因してお客様または第三者に

生じた、直接的・間接的な二次損害（製造ラインの停止、操業短縮、機械・設備の損失、機会損失、得べかりし利

益の喪失、データやプログラムの破損・消失、その他の財産的損害、ならびに精神的損害等）について、弊社は一

切の責任を負いません。弊社の負う賠償責任の総額は、いかなる場合も該当する本製品の購入代金を上限とし

ます。
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【 使い方 はじめに 】

●入力の切り替え

±１Ｖ、±５Ｖ、±１０Ｖ、０－２０ｍＡ ４種類の電圧、電流入力のいずれか１つの選

択は内部のＤＩＰ－ＳＷで行います。

➀前面パネルの横のスリットに時計ドライバーマイナスを入れ、上に押し上げるようにし

て外します。

②希望する入力に合わせてＤＩＰ－ＳＷ１から４の１つだけＯＮにしてください。

工場出荷時は１番がＯＮ（±１０Ｖ入力）になっています。例えば、０－２０ｍＡ入力に

するためには１番をＯＦＦ、３番をＯＮにします。

③前面パネルを戻します。
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【 各部の名称・設置・配線方法 】

端子番号 名称・機能 入出力 接続

１ ＋２４Ｖ 入力 電源端子。ここに電源を接続して下さい。

２ ＧＮＤ 入力

３ ＤＩＡＧ 出力 オープンコレクタ。内部のＩＣに異常がある場合、Ｌになり

ます。接続先で抵抗でプルアップして使用してください。使

用しない場合、オープン。

４ ＯＵＴＰ 出力 差動出力＋ 最大±２Ｖ

５ ＯＵＴＮ 出力 差動出力－ 最大±２Ｖ

６ ＳＯＵＴ 出力 シングル出力 入力に対して

０．５Ｖ〜４．５Ｖ出力

７ ＩＩＮ 入力 電流入力 ＋ ０－２０ｍＡ

８ ＩＣＯＭ 入力 電流入力 － ０－２０ｍＡ

９ 端子はありま

せん

端子１，２番に電源が通電された場合、チップＬＥＤ Ｄ２

が点灯します。
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１０ ＩＮＰ 入力 電圧入力 ＋

１１ ＩＮＮ 入力 電圧入力 －

１２ ＨＧＮＤ 入力 ハイボルテージ側ＧＮＤ

●設置：ＤＩＮレールへの取り付け、取り外し

➀初めにこの 2 カ所のツメをＤＩＮレールにひっかけます ②次に下の部分を前から、パ

チッという音がするまで押してください。（背面から見た図）

③取り外すときは下の黒い突起を指で引き、外します。
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【 電流測定 】

センサーなどの出力０－２０ｍＡ（４－２０ｍＡ）を測定する結線の方法です。

電流計測接続例１ 長野計器ＫＨ１５の配線

電流計測接続例２ キーエンスＦＤ－Ｈの配線

●共通する注意事項

１．ＩＡ１用電源Ａとセンサー用電源Ｂが必要です。

２．電源Ａと電源ＢのＧＮＤを接続してはいけません（絶縁でなくなります）

３．端子１０（HGND），１１（INN），１２（INP）は何も接続しないで下さい。
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４．出力の測定の接続は測定機器がＡ：差動入力（測定器等）であればＯＵＴＰをＩＮ＋、

ＯＵＴＮをＩＮ－に接続します。測定機器がマイコンのＡ／Ｄ入力等であればＢ：シング

ル入力－ＧＮＤ間に接続します。両方に同時接続は可能ですが、ＯＵＴＰ、ＯＵＴＮとＳ

ＯＵＴ信号は互いに絶縁されていないので注意してください。

５．マイコン入力等で電源が＋３．３Ｖの場合、シングル出力最大４．５Ｖは過電圧なの

で、抵抗で分圧するか、抵抗－ダイオードで信号をクランプしてください。

【 電圧測定 】

センサーなどの±１Ｖ、±５Ｖ、±１０Ｖの電圧を接続する場合の結線です。センサーが

差動出力か、シングル出力かで接続方法が異なります。

省略
●共通する注意事項

１．ＩＡ１用電源Ａとセンサー用電源Ｂが必要です。

２．電源Ａと電源ＢのＧＮＤを接続してはいけません（絶縁でなくなります）

３．端子７（ＩＩＮ），８（ＩＣＯＭ）は何も接続しないで下さい。

４．端子１１（ＩＮＮ）と端子１２（ＨＧＮＤ）は基板内部で接続されています。

５．出力の測定の接続は測定機器がＡ：差動入力（測定器等）であればＯＵＴＰをＩＮ＋、

ＯＵＴＮをＩＮ－に接続します。測定機器がマイコンのＡ／Ｄ入力等であればＢ：シング

ル入力－ＧＮＤ間に接続します。両方に同時接続は可能ですが、ＯＵＴＰ、ＯＵＴＮとＳ

ＯＵＴ信号は互いに絶縁されていないので注意してください。

６．マイコン入力等で電源が＋３．３Ｖの場合、シングル出力最大４．５Ｖは過電圧なの

で、抵抗で分圧するか、抵抗－ダイオードで信号をクランプしてください。
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【 入力－出力電圧表 】

入力電流、電圧 出力差動電圧

（OUTP-OUTN 間）

シングル

（SOUT-GND間）

備考

±0-20ｍA -20ｍA -2V 0.5V 調整無し

0ｍA 0 2.5V 調整無し

20ｍA 2V 4.5V 調整無し

±１V －1Ｖ -2V 0.5V 調整無し

0V 0V 2.5V 調整無し

＋1Ｖ ２Ｖ 4.5Ｖ 調整無し

±5V －5Ｖ -2V 0.5V VR2 でゲイン調整可能

0V 0V 2.5V

+5V 2V 4.5V

±10V －１０Ｖ -2V 0.5V VR1 でゲイン調整可能

0Ｖ 0 2.5V

＋１０Ｖ +2V 4.5V

【 操作方法・使い方 】

使い方は電源＋２４Ｖを印加すれば動作します。特に手順はありません。

【 保守・点検・トラブルシューティング 】

電源＋２４Ｖを印加してＬＥＤ Ｄ２が点灯すれば電源は正常に接続されています。
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出力電圧がおかしいときは

１．電源電圧が２４Ｖ±５Ｖ以内にあることをテスターなどで確認してください。

２．内部ＤＩＰ－ＳＷの設定が希望測定入力通リになっているか確認してください。

３．配線が間違っていないかどうか確認してください。

４．工場出荷時に調整されていますが、入力±１０Ｖの微調整はＶＲ１で、±５Ｖの微調整はＶＲ２で行

えます。±１Ｖと０－２０ｍＡ入力は調整できる機構はありません。
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【 製品仕様 】

主要仕様

仕様 数値 備考

寸法 ３５．８×８９．６×５８

電源電圧 ２４V±５V以内

消費電力 ２４Ｖ／１０ｍＡ（ＴＹＰＥ） ０．２４Ｗ

入力切り替え ±１V、±５V、±１０V、±０－２０ｍＡ 内部ＤＩＰ－ＳＷで切り替え

動作範囲 -２０℃〜＋８０℃ ＩＣ単体-40℃〜+125℃

精度 ±１％FS 周囲環境 20℃ の時

入出力仕様

入力 差動出力（０V時：０V） シングル出力（０Ｖ時：２．５Ｖ）

±１Ｖ、±５Ｖ、±１０Ｖ ±２Ｖ ０．５Ｖ〜４．５Ｖ

±０－２０ｍＡ ±２Ｖ ０．５Ｖ〜４．５Ｖ

入力抵抗

入力レンジ 入力抵抗（目安） 備考

±１V １ＭΩ

±５Ｖ 25ＫΩ

±１０Ｖ 22ＫΩ

±０－２０ｍＡ 60Ω

絶縁アンプＡＭＣ３３３０仕様

名称 数値（最大値）

DC誤差 ゲイン誤差±0.2％

ゲインドリフト ±45ｐｐｍ/℃
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オフセット誤差 ±0.3ｍＶ

オフセットドリフト ±４μV/℃

非線形性 ±0.02％

ＣＭＴＩ 85ＫＶ/μｓ コモンモード過渡耐圧

安全関連認証

容量性強化絶縁バリア

6000VPK ＤＩＮ ＥＮ ＩＥＣ ６０７４７－１７（ＶＤ

Ｅ０８８４－１７）

絶縁耐圧 4250VRMS（1 分） ＵＬ１５７７

電 電磁妨害波（EMI）の許容値 ＣＩＳＰＲ－１１およびＣＩＳＰＲ－２５

ＥＭＩに準拠

【 保証規定・アフターサービス 】

1. 保証期間

本製品の保証期間は、ご購入日（お引き渡し日）より 1 年間です。

2. 保証内容（無償修理）

保証期間内に、取扱説明書・本体注意ラベルなどの注意書きに従った正常な使用状態で

故障が発生した場合は、無償修理または弊社の判断により同等品への交換をさせていた

だきます。修理・交換をご依頼の際は、製品と合わせて購入証明書（「レシート」や「納

品書」、オンライン販売時の記録コピペ等）をご提示願います。

3. 保証の免責事項（有償修理となる場合）

保証期間内であっても、以下の場合は有償での修理・対応となります。

●ご使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障および損傷

●お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷

●火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障お

よび損傷

●経年劣化に伴う部品の交換

●購入証明書（レシート・納品書、オンライン販売時の記録のコピペ等）のご

提示がない場合

4. 保証期間経過後の修理（アフターサービス）

保証期間経過後に故障が発生した場合は、有償にて修理を承ります。修理によって機能

が維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。
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5. 補修用性能部品の保有期間

当社は本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を、製造打

ち切り後１年間保有いたします。保有期間経過後は、修理をお受けできない場合があり

ますのでご了承ください。

【修理・お問い合わせ窓口】

カスタマーサポートセンター：０４２－９８５－６９８２

メール info@beriver.co.jp

受付時間：平日 9:00〜17:00（土日祝・弊社指定休日を除く）

〒350-1213

埼玉県日高市高萩 1141-1 有限会社ビーリバーエレクトロニクス
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